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大和小学校での出前授業です。
6年生は、国語科「町の未来をえがこう」の単元で、NTT西日本の方（２名）に
授業をしていただきました。
話し方や作成のポイントなど、分かりやすいプレゼンの作り方について学びまし
た。
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初めに、スライドの中に文章がたくさん書いてあるスライドを提示し、どこが分
かりにくいのか考えるようにしました。
次に、１スライド１メッセージで写真やグラフを使ったスライドを提示し、どん
な違いがあったか考えるようにしました。
子供たちは、２枚のスライドを比較することを通して、分かりやすいスライドの
作り方について学ぶことができました。
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この授業を受けた後に、子どもたちが実際に作ったプレゼンのスライドです。
児童は、スライドにグラフや写真を入れたり、吹き出し等で短い文章にまとめた
りして、分かりやすいスライドを作ることができました。
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大和中学校での出前授業です。

１年生は、保健の「成⾧期の運動と食事」という単元で、株式会社明治の方に授
業をしていただきました。
カロリーや栄養などのことについて学びました。
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２年生は、国語の「インタビューの仕方」という内容の授業を、中国新聞社の方
にしていただきました。
これは、夏休みに実施した職場訪問でのインタビュー活動と関連付けています。
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２年生の保健の「ストレスへの対処」という内容の授業を、ヨガインストラク
ターの方（大和中卒業生）にしていただきました。
気持ちが揚がっていたり、沈んでいたりすると心身ともに疲れるので、その時に
どのように対処するとよいかについて、ヨガをしながら学びました。
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３年生は、社会の「金融」という単元で、しまなみ信用金庫の方に授業をしてい
ただきました。
ライフイベントでどれぐらいの費用がかかるか、その費用を捻出するために、時
にはお金を借りる方法があることを学びました。
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３年生の数学「三平方の定理」という単元で、土地家屋調査士事務所の方に授業
をしていただきました。
２点間の距離を３か所測り、三平方の定理を用いて床から天井までの高さを求め
ることなどをしました。
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３年生の理科「物体の運動」という単元で、三菱重工業（株）等（三菱重工機械
システム（株）、NPO法人子ども・宇宙・未来の会）の方に授業をしていただ
きました。
段ボールは、ある方向からの力には弱く、別の方向からの力には強いことを学び
ました。
このことを利用して、屋上から落としても中に入れた卵が割れないようにするた
めには、どのように段ボールを組めばよいか考え、入れ物を作成しました。
実際に、屋上から段ボールで作成した入れ物を落としたところ、９班中８班が成
功しました。
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授業後の生徒の振り返りです。

学んだことを日常生活に役立てようと考えています。
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（上）これまでの保健の授業で学習したことと、本時で学習したことをつなげ、
さらに、これからの過ごし方に触れています。
（下）本時のこと以外でも、授業で学んだことを発揮できる場面を想定していま
す。
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教科で学んだことを将来使うことがあることを感じ取っています。
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理科が生活に関わっていることを感じ取るだけでなく、「物体の運動」以外の単
元も生活に密着していることを感じ取っています。

また、資質・能力の「言語能力（聞く）」を発揮したという振り返りをしている
生徒がいました。
「他の人の工夫を聞き、自分と比較し、どこがダメでどこがよかったのかなどを
自分の頭で考え、どのようにしたら次はもっと完璧にできるのかなど、考えるこ
とができた。」とあり、これは、ルーブリックの４にあたります。
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コロナ感染拡大防止の観点により、夏季休業中に５日間の職場体験学習を実施す
ることは困難であると市全体で判断したため、職場体験学習は中止となりました
（令和２年度より継続して中止）。
代替の取組として、中学２年生が地域にある１８事業所へ訪問し、職業観に関す
るインタビューを実施しました。
インタビューの内容は、
①仕事のやりがいを教えてください。
②辛かったこと、仕事をやめたいと思ったことはありますか。
もし、あった場合、どのようにして乗り越えましたか。

③この職業についた理由を教えてください。
④日頃から気をつけていることを教えてください。
⑤中学生のときにやっておくべきことを教えてください。
⑥ 今の目標と目標達成のためにしようと考えられていることを教えてくださ
い。

などといった項目と、各事業所に合った内容です。
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生徒の振り返りです。
（上）働くこととは「お金を稼ぐこと」と考えていた生徒が、働きがいについて
の視点をもつことができました。
（下）働くことから楽しさややりがいを見いだそうとしています。
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また、大和町にない職業として、東京でテレビ番組制作を手掛ける（株）極東
電視台に勤めている方（大和中学校卒業生）を講師として招き、働くことの魅
力についてお話していただきました。
また、仕事をする際は、コンプライアンスを意識して取り組んでいることにつ
いてお話していただきました。

※モヤモヤさまぁ～ず、有吉の壁、モニタリング等の番組制作に携わられている。
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中学３年生を対象に、地元企業である「お多福醸造（株）」さんによる面接体験
を実施しました。
広島県の公立高校の入試同様、生徒が自己表現をし、そののち面接官から質問を
していただきました。

中には、タブレットを用いたり、自分の作品を持参したりする生徒もいました。
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面接が終わったのち、その場で面接官から、良かった点や改善点を教えて頂きま
した。
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これは面接時の評価シートになります。
所作などのみではなく、本校で育成を目指す資質・能力について評価していただ
きました。

※広島県の評価規準と同様である。
言語能力（伝える）：ウ 表現する力
主体性 ：イ 自分の人生を選択する力
自己理解 ：ア 自己を認識する力
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面接体験後の生徒の振り返りです。
外部の方に面接をしていただく価値について触れた生徒や、相手意識が向上した
生徒、資質・能力について振り返った生徒がいました。
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１年間の取組の大きな流れです。
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大和小学校５年生の取組についてです。
総合技術高校とコラボして、大和町の特産品の１つである大和白竜レンコンの商
品開発に取り組みました。

41



※スライドの右上にその時間で育成を目指す、または発揮する資質・能力を載せ
ています。

はじめに、大和白竜レンコンについてインターネットを使って、作られるように
なったきっかけや白竜レンコンの味の特徴などを調べました。
そして、調べたことをもとに夏休みに一人一人がレンコンを使ったレシピを考え
ました。このレシピには、材料や作り方だけでなく、料理のアピールポイントや
作るコツなどもまとめていきました。
夏休み中に、実際に試作品を作ってみた子もいました。
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夏休み後には、自分たちが考えたレシピの中から８点を選んで、高校生にプレゼ
ンを行いました。
自分たちがアピールしたい大切な言葉を繰り返したり、写真などの資料と結び付
けたりしながら伝えていきました。
高校生は、オリジナリティーやできばえなどの審査項目を設けて審査してくれま
した。
改良点なども教えてくださり、さらに学びが深まりました。
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高校生による審査の結果、「カリカリ揚げ」と「レンコン餅」「みたらし団子」
の3品に決定しました。
それを11月の華金ショップで販売するために、どんなことを準備したらいいか
話し合いました。
オリジナルキャラクター「レンコック」を考えたり、ポスターやチラシ、衣装を
作ったりするなど、いろいろなアイディアが出てきました。
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10月末には、町内のレンコン農家の方に協力していただき、レンコンを実際に
掘る体験をさせていただきました。
想像以上にレンコンを掘ることが難しいことを実感することができ、貴重な体験
になりました。
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華金ショップ当日では、予想以上にたくさんのお客様に来ていただき、あっとい
う間に完売することができました。
販売や呼び込みなど、みんなで協力して活動することができました。
大和町の特産品の１つである大和白竜レンコンを使った商品は、大和町のきらり
と光る宝になりました。
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中学３年生は、働くことが自分の生活の充実（収入を得る、家族を支える、働く
ことそのものが楽しい等）につながるということだけではなく、
社会貢献につながるということを知る授業を受けました。

講師は「独立行政法人国際協力機構（JICA）」の方（大和中学校卒業生）で、
お話の中で「どんな職業を選択しても、社会貢献につながる」といった言葉をい
ただき、
多くの生徒の印象に残っていました。
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「広島国際空港」の方からも、
「どんな仕事であっても、立派な社会貢献となる」といった言葉をいただきまし
た。
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「JFEエンジニアリング」の方からは、
「自分が好きなこと、得意なこと、苦手でもやりたいことで、誰かが喜ぶ仕事を
やってみるのもいいかも」といった言葉をいただきました。
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社会貢献の１つの視点として、企業が取り組んでいるSDGｓについてのお話を
していただきました。

食協株式会社の方から
・地域人材の積極採用
・広島県のお米を積極的に商品化していること
・地元小学生への食育授業の実施
・地域スポーツ（カープ、ホームテレビ主催のママさんバレーなど）への支援

についてのお話をしていただきました。
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中国電力株式会社です。

SDGｓ１７の目標のうち、
３ すべての人に健康と福祉を
４ 質の高い教育をみんなに
６ 安全な水とトイレを世界中に
７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに

を中心に、ワークショップ形式の授業をしてくださいました。
この授業を通して、いつでもどこでも電気が使えることは、SDGｓの実現に向
けて大切なことであることを学習しました。
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これらの話を受けて、自分の進路と社会貢献とを関連付けてレポートを作成し、
代表グループが文化祭で発表しました。
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大和中学校１年生の取組についてです。
地元にある果実の森公園さんと協働して、有料で行うイベント開発に取り組みま
した。

１年間の取組の大きな流れです。
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取組をはじめるにあたって、まず、小学校で学習したことの振り返りをしました。
地域にある魅力を多く学んでいました。
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※スライドの右上にその時間で育成を目指す、または発揮する資質・能力を載せ
ています。

地域支援員さんから、前年度までの大和中学校の先輩方の取組について紹介して
もらいました。

59



協働して取り組んでくださる企業である「果実の森公園」の運営者さんを紹介し
た後、
運営者さんから、「果実の森公園を使って、大和町を盛り上げる素敵なイベント
を考えてください。」と依頼を受けました。

生徒の振り返りには、「大和町の人たちを笑顔にしたり、楽しませたりするよう
にし、協働開発を頑張りたい」とあり、地元である大和町を盛り上げたいという
気持ちを強く持った様子が伝わってきました。
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イベント開発をするといっても、生徒ももちろん教員も何からすればいいのか分
かりません。
そこで、イベント開発をされている「KOTOYA」さん（小松さん）から、イベ
ントを作るための流れや視点を教えていただきました。
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KOTOYAさんの話をもとに、イベント案を考えるためにした方がよいことにつ
いて考えました。
そして、みんなで果実の森公園の会場下見をすることにしました。
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会場の下見をするときのポイントをみんなで確認しました。
会場の広さや、その場所の良さ、そこから見える景色などを確認しようというこ
とになりました。
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夏休みに果実の森公園の会場下見をしました。
実際に現場を見て、色んなイベント案が浮かんだようです。
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会場の下見をもとに、夏休み中にイベント案を考えました。
個人で考えた案もあれば、２～３人で協力して考えた案もありました。
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夏休みに生徒が考えた案をまずはクラス内で協議して、９つに絞りました。

９グループに分かれ、それぞれのイベント案の特徴をまとめたプレゼン資料を完
成させ、果実の森公園の運営者さんをはじめ、大和中の取組を支えてくださって
いる地域の方々へ、考えたイベント案のプレゼンをしました。
プレゼンをする際には、イベントに来て頂きたいターゲットやイベントのおすす
めポイントなど、ウリとなる視点を明確にして伝えることができました。

プレゼン発表後に、地域の方々が開発を進めるイベントについて協議され、果実
の森公園の運営者さんに発表していただきました。
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開発を進めるイベントが決まって喜んでいるのも束の間です。
新たに、地域の方から８つのミッションが生徒に与えられました。

それは、
①１年を通して撮影できる映えスポット
②撮影したくなる果実のパネル
③いちごを使った目玉競技
④いちごパフェのレシピ
⑤果実をテーマにした参加型のアート
⑥イベント当日に流す音楽の選曲
⑦いちごを使わないサブイベント
⑧大和町や果実のことに詳しいゲストによるﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ

を考えることです。

ミッション７の「いちごを使わないサブイベント」を考えるミッションは、
生徒の振り返りの中に、「イベントがいちごに関するものばかりだと、いちごが
好きではない人がきてくれないのではないか」というものがあり、
このことを地域の方に情報提供し、このミッションを加えて頂きました。

※【イベント当日について…「 」内は実施したイベント】
①②は、「果実のパネルの映えスポット：無料」
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③は、「いちご障害物競争」
④は、いちごパフェの販売
⑤は、「プラ板のキーホルダー」
⑥は、３世代が楽しめる曲の選曲。ただし、当日は著作権の都合でパラディー

ゾさんに依頼。
⑦は、「りんごの積み上げ」と「クロスワード」
⑧は、「運営者と園⾧によるトークイベント：無料」
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クラスを９つに分け（サブイベントは２班、それ以外は１班）、それぞれのミッ
ションに対する最適解を考え、
改めて地域の方々にプレゼンをしました。

プレゼンするときには、なぜこのアイディアにしたのかについて、
自分たちの思いやインターネットで調べたデータをもとにスライドの作成をしま
した。

いちごを使わないサブイベントは、
会場を散策する必要のあるクロスワードと、
りんごの積み上げ大会を提案しました。
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ミッションの最適解のプレゼンをした後に、ブラッシュアップに取り組みました。
その際、地域の方々に各グループに入っていただき、生徒と地域が一体となって
イベント開発に取り組みました。

※生徒はアイディアを出すが、本当にそのアイディア通りにできるかどうか判断
できないものがある。
例えば、「目玉競技」のいちご障害物競争の中には、いちごを食べて品種を当

てるというアイディアを出しているが、いちごを用意できるかどうかは果実の森
公園でないと判断できない。
そのため、地域の方々にも各グループに入っていただいた。
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ある程度、どのようなイベントを実施するか決まったところで、
どこで、どのようなイベントが行われるのかが伝わるイベント名の考案をしまし
た。
その際、（株）KOTOYAさんから頂いたイベントに関する資料などを参考にし
ました。

その結果、フルーツを使うということ、果実の森公園で行うということが伝わる
「フルーツFestival in 果実の森～Spring2023～に決定しました。
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開発するイベントとイベント名が決まりました。
しかし、これだけではまだお客さんが集まりません。
お客さんを呼ぶために、これからした方がよいことを考えました。

ここにあるように、たくさんのアイディアが出ました。
その中でも、生徒が取り組むことは「ポスター」「ラジオ」「町内放送」としま
した。
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まずは、ラジオ放送についてです。
講師としてFMみはらのMCの方に来校していただき、情報を伝えるポイントや
発声の仕方についてお話をしていただきました。

CM形式（50秒程度×６セット）の原稿と、
インタビュー形式（４つの質問）の原稿を考え、学校でFMみはらさんに録音し
ていただきました。

※ＣＭ形式の内容：生徒が何を伝えるとよいか考えた。
ほぼインタビュー形式と同じ内容になった。イベントの具体的な内容が詳しく

なった。

※インタビュー形式の４つの質問
・どんなイベントを開催する予定なのか。
・どのような取組をすすめている、またはすすめてきたのか。大変だったこと

は何か。
・イベントを通して伝えたいことは何か。
・ラジオをお聞きの皆さんへ呼びかけ（意気込み＋「いつ」「どこで」）。
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町内放送でイベント開催の宣伝を行いました。
限られた字数の中で、伝えたい情報が発信できるよう、大和支所で収録しました。
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ポスター制作をするにあたって、
大阪でグラフィックデザイナーをされている方（大和中学校卒業生）にオンライ
ンで講師になっていただき、デザインの基礎について学びました。

ポスターの要素の中でも、タイトルとイラストを考えてほしいという依頼を受け
ました。
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５グループが「タイトル」と「イラスト」のアイディアを出し、
講師の方にプレゼンをし、評価していただきました。
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ポスター案は、大和中の生徒全員の投票によって決めました。

このポスターは、投票の結果を受けて選ばれたデザインをもとに、
講師の方にブラッシュアップしていただいたものです。

※宣伝の授業の流れは、
①FMみはらの方からの授業
②グラフィックデザイナーの方からの授業
③学級を「ラジオ放送」「ポスター制作」「町内放送」に分けて、同時進行で

取り組みを進めた。
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サブイベントの「りんご積み上げゲーム」では、果実の森公園の運営者から、廃
材を利用してりんごに見立ててほしいという依頼を受けました。
イベント開催に向けて、イベントに必要なものを作成しました。

SDGｓの視点を取り入れています。
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各グループで取組を進めていきます。

※上段左から、「りんご積み上げゲーム」「参加型アート：プラ板」「映えス
ポット」
下段左から、「クロスワード」「いちご障害物競争」
これ以外として「トークイベント」
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準備が整ったところで、模擬イベントを開催し、改善案を挙げる取組をすること
にしました。
模擬イベントを実施するにあたって、イベントを企画・運営されているCCC（カ
ルチュア・コンビニエンス・クラブ）の方に、
イベントへの心構えや役割分担についての講話をしていただきました。
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体育館を使って、模擬イベントを開催しました。
お客役は、講師のCCCの方、地域の方々、広島大学ボランティアサークルに所属
している学生２名や大和中の先生にしていただきました。

模擬イベントを通して、お客さんが多いときと少ないときの動きの確認や時間配
分など、イベント当日に向けた改善案を多く出すことができました。
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模擬イベント後に、講師の方から気付きを伝えて頂きました。
さらに、生徒自身で改善案を挙げることができました。
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イベントは、令和５年３月４日（土）１０時～１２時に果実の森公園で開催しま
した。
天気にも恵まれ、大盛況でした。
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当日は、広島大学のボランティアサークルの学生１１人や、地域の方々にもス
タッフとしてイベント開催の協力をしていただきました。

生徒は積極的にお客さんに声をかけ、イベントを成功させようと一生懸命取り組
みました。
また、お客さんが子供と大人とでは、声掛けの仕方を変えるなど、相手意識を
もって接客する姿が見られました。
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イベントは、無料のイベント２つ、有料のイベント４つ、全部で６つ行いました。
有料のイベントに参加される方には、500円で４枚綴りのチケットを購入してい
ただきました。
それぞれのイベントを紹介します。

①運営者さん、園⾧さんを呼んで農業についてインタビュー
・無料
・２回開催

②大和町のこと、果実のことを題材にしたクロスワード
・チケット１枚
・クロスワード正解で景品（おこめん∞）
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③果実や動物のプラ板のワークショップ（参加型アート）
・チケット１枚で２個まで作成可
・お客さんが色を塗り、その場で焼いて、チェーンを取り付けてキーホルダーに
する。

④いちごを題材にした障害物走（目玉競技）
・チケット１枚
・ゲームをした時点で、トップ３のタイムになった人（グループ）全員に、景品
（いちご狩り体験券6、いちごパック10、おこめん∞）
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⑤アップサイクルして作ったりんごを積み上げるゲーム
・チケット１枚
・１分で４個以上積み上げたら景品（ジェラート引換券10、ジャム20、おこめ
ん∞）

⑥景色の良い場所で映えパネルで撮影
・無料

およそ300名のお客さんが来られ、チケットは全部で92枚販売することができま
した。
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模擬イベント後に、講師の方から気付きを伝えて頂きました。
さらに、生徒自身で改善案を挙げることができました。
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このイベントを開催するにあたって、いろいろな企業や地域の方々、そして大学
生と協働して取り組んでいます。
これらの人材をすべて学校が手配することは大変なことです。
大和町にあるおこめん工房の社⾧さん（大和中学校卒業生）が地域お節介集団の
中心となって、連携してくださいました。

※Ｒ５より、「地域法人おせっかいさん」となった。
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これらの取組を通して、大和町を盛り上げるということも大事なことですが、そ
れだけではなく、キャリア教育の実践を通して、生徒の資質・能力を育成すると
ともに、社会に開かれた教育課程を実現していくことが大切だと考えています。
本中学校区では、「育成したい資質・能力」とキャリア教育で育成を目指す「基
礎的・汎用的能力」とをつなげています。
だからこそ、資質・能力の育成を目指すことを念頭において、キャリア教育の充
実に向けて、新たな取組を進めることができています。

そうすることが、職業的自立や社会的自立につながることになると考えています。
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この表は、令和４年度末（１年：３月、２・３年：２月）に生徒に資質・能力に
関するアンケートをとった結果です。
多くの生徒が、キャリア教育の取組を通して、資質・能力を発揮することができ
たと感じています。

ただし、言語能力（伝える）については、発揮できていないと感じている生徒が
他の資質・能力と比べるとやや多い結果になっています。
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これらの取組を通して、多くの力を身に着けることができました。例えば、
・行事や清掃活動に意欲的に取り組む姿が見られます。
・授業では、必要な情報を精選したスライドを作成し、聞き手を惹きつけるため
に工夫をこらした発表をすることができています。

また、令和５年６月に実施した生徒学習意識調査では、
「自分の住んでいる地域のことが好きです」と
「努力すれば、自分もたいていのことはできると思います」
の肯定的評価がどちらも100％でした。
この２つの項目も昨年度の取組をした成果ではないかと考えています。
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まずは、１年生による自己評価です。

情報活用能力についてです。
インターネット上の情報や、会場下見で得た情報をもとにイベントの案を考えて
います。
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言語能力（伝える）についてです。

事実と意見とを区別して伝えることができています。
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言語能力（聞く）についてです。

地域の方（講師）の話をもとに、自分の考えをもったり、実際に行動に移したり
することができています。
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主体性についてです。

仲間と協力して、イベントの運営や準備をすることができました。
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自己理解・他者理解についてです。

自分や仲間の得意なこと、不得意なことを理解し、助け合ったり役割分担をした
りしています。
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ここからは、２、３年生による自己評価です（ルーブリックが１年生とは異なり
ます）。

まずは情報活用能力についてです。
収集した情報をもとに、多面的・多角的に物事を捉え判断しようとしていること
が見て取れます。
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言語能力（伝える）についてです。
相手意識をもち、根拠を明確にして伝えるようにしていることがわかります。
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言語能力（聞く）についてです。
自分と相手との考えを比較しながら聞いていることがわかります。
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主体性についてです。
自分の意見をもち、仲間とともに課題解決をしようとしています。
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自己理解・他者理解についてです。
自分や仲間の特⾧や考え方をもとに、行動しようとしています。
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また、発揮できていないと評価している生徒の中にも、スライドのように、
「前よりはできていないのではなく、できていないところ、もう少し頑張れると
ころを見つけられた」
と、今後につながる振り返りをしている生徒がいました。
資質・能力を意識した結果書くことができる内容だと思います。
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こちらは教員にとったアンケートの結果です。

どの項目も、この３年間で向上しています。
全体を見ると、総合的な学習の時間では、多くの教員が資質・能力の育成を意識
して授業をしていますが、
各教科では子供自身が資質・能力の発揮を意識する授業がややできていないので、
引き続き、各教科においても、ルーブリックを活用しながら、資質・能力の育成
を意識した授業づくりを進めていきたいと考えています。

105



各授業において資質・能力を発揮したと感じている生徒の振り返りを紹介します。

まずは、情報活用能力です。
数学や社会で発揮したと実感しています。
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言語能力（伝える）です。
技術、社会、数学で発揮したと実感しています。
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言語能力（聞く）です。
国語や、特別の教科 道徳で発揮したと実感しています。
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主体性です。
技術で発揮したと実感しています。
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意識調査の変容についてです。
上の表が令和４年度末の結果、下の表が令和５年度末の結果です。
昨年度の小５が今年度の小６になります。

「将来の夢や目標を持っている」の項目は、各学校で、学年が上がるにつれ、肯
定的評価が増加しました。
「自分にはよいところがある」の項目は、全学年とも前年度より、肯定的評価が
増加しました。
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取組の成果です。
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取組の課題です。

今後の改善点としては、
・単元ごとや行事後などに子供同士で評価し合う場の設定をすることで自己肯
定感・自己有用感の高まりを目指す。

・自分の考えを伝える際に、根拠を明確にしたり、事実と意見とを区別して伝
えたりできるように指導する。

ことに取り組んでいきたいと考えています。
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大和中学校区のキャリア教育を支えてくださっている「地域法人おせっかいさ
ん」のコメントです。
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イベントの告知の内、ポスター作製をする際、講師を引き受けてくださった方の
コメントです。
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キャリア教育に取り組んでいる各学校の教員のコメントです。
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キャリア教育に取り組んでいる各学校の教員のコメントです。
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